
平成29年7月21日

道路局 高速道路課

スマートインターチェンジの新規事業化、準備段階調査の箇所を決定
～高速道路の有効利用や地域経済の活性化に向けて～

国土交通省は、産業振興や物流の効率化等の効果が期待されるスマート

インターチェンジについて、本日付で９箇所を新規事業化しました。また、新

たに９箇所で準備段階調査を実施します。

○スマートインターチェンジの整備により期待される効果

・周辺の産業拠点から高速道路へのアクセス向上による、

産業振興・物流の効率化 等

・隣接するインターチェンジや一般道路へ集中する交通の分散による、

周辺道路の交通状況の改善 等

○準備段階調査について

スマートインターチェンジの準備段階（地方での計画検討・調整段階）にお

いて、国として必要性が確認できる箇所等について、国が調査を実施する

「準備段階調査」を実施します。

これにより、スマートインターチェンジの地方での計画的かつ効率的な準

備・検討の推進が図られることが期待されます。

別添①：スマートインターチェンジ新規事業化箇所一覧表

別添②：スマートインターチェンジ新規事業化箇所図

別添③：スマートインターチェンジ準備段階調査箇所一覧表

別添④：スマートインターチェンジ準備段階調査箇所図

別添⑤：スマートインターチェンジの検討・整備について

別添⑥：スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

［お問い合わせ先］
国土交通省 道路局 高速道路課 柴田・金清

［代表］TEL 03-5253-8111（内線38362、38353）

［直通］TEL 03-5253-8500、FAX 03-5253-1619



スマートインターチェンジ
※１

新規事業化箇所 一覧表
（単位：百万円）

スマートインターチェンジの名称（仮称）
※２ 連結位置 路線名 H29事業費

※３ 接続形式

菅生
す ご う

宮城県柴田郡村田町 東北縦貫自動車道弘前線（村田IC～仙台南IC間） 6 SA・PA接続型

つくば 茨城県つくば市 一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（常総IC～つくば中央IC間） 6 本線直結型

出流原
い ず る は ら

ＰＡ 栃木県佐野市 北関東自動車道(佐野田沼IC～足利IC間） 6 SA・PA接続型

甘楽
か ん ら

ＰＡ 群馬県甘楽郡甘楽町 関越自動車道上越線（吉井IC～富岡IC間） 6 SA・PA接続型

刈谷
か り や

愛知県刈谷市 第二東海自動車道横浜名古屋線（豊田南IC～豊明IC間） 6 SA・PA接続型

神坂
み さ か

岐阜県中津川市 中央自動車道西宮線（園原IC～中津川IC間） 6 SA・PA接続型

城陽
じょうよう

京都府城陽市 近畿自動車道名古屋神戸線（宇治田原IC（仮称）～城陽IC間） 6 本線直結型

加茂
かも

ＢＳ 島根県雲南市 中国横断自動車道尾道松江線（三刀屋木次IC～宍道IC間） 6 本線直結型

坂出
さかいで

北
きた

香川県坂出市 一般国道３０号（本州四国連絡道路）（児島IC～坂出IC間） 6 本線直結型

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

※３ 事業費は高速道路機構への補助対象分であり、地方が整備する高速道路の区域から既設の一般道路までの道路などは含みません。

別添①



スマートインターチェンジ新規事業化箇所図 別添②

スマートインターチェンジ新規事業化 ９箇所

菅生

つくば

出流原PA

甘楽PA

刈谷

神坂

城陽

加茂BS

坂出北



スマートインターチェンジ
※１

新規準備段階調査箇所 一覧表
スマートインターチェンジの名称（仮称）

※２ 検討位置

若穂
わかほ

長野県長野市 関越自動車道上越線（長野ＩＣ～須坂長野東ＩＣ間）

つくばみらい 茨城県つくばみらい市 常磐自動車道（谷和原ＩＣ～谷田部ＩＣ間）

下野
しもつけ

栃木県下野市 北関東自動車道（壬生ＩＣ～宇都宮上三川ＩＣ間）

蓮田
はすだ

（フル化） 埼玉県蓮田市 東北縦貫自動車道弘前線（岩槻ＩＣ～久喜ＩＣ間）

城端
じょうはな

ＳＡ 富山県南砺市 東海北陸自動車道（五箇山ＩＣ～福光ＩＣ間）

岡崎
おかざき

阿知和
　あちわ

愛知県岡崎市 第一東海自動車道（岡崎ＩＣ～豊田東ＩＣ間）

東郷
とうごう

愛知県日進市 第一東海自動車道（東名三好ＩＣ～名古屋ＩＣ間）

三木
みき

兵庫県三木市 山陽自動車道（三木東ＩＣ～三木小野IC間）

味坂
あじさか

福岡県小郡市、佐賀県鳥栖市 九州縦貫自動車道鹿児島線宮崎線（鳥栖JCT～久留米IC間）

路線名
※３

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

※３ 未開通のICは仮称です。

別添③



スマートインターチェンジ準備段階調査箇所図 別添④

スマートインターチェンジ準備段階調査 新規 ９箇所

スマートインターチェンジ準備段階調査 継続 ６箇所

諏訪湖

阿波

筑北

つくばみらい

若穂

下野

蓮田（フル化）

胎内

城端ＳＡ

東郷

三木

東温

味坂

岡崎阿知和

多賀ＳＡ



広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）
整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

スマートインターチェンジの検討・整備について 別添⑤



■東北自動車道 菅生スマートＩＣ（仮称）
すごう

＜位 置 図＞

整備効果 渋滞緩和・安全性向上
菅生スマートＩＣの整備により、狭隘な村田町中心部を通過すること無く、主な観
光施設であるレース会場へのアクセスが可能となり、イベント時の村田町中心部
の渋滞緩和、安全性の向上が期待される。

整備効果 救急医療活動への寄与
菅生スマートＩＣ整備により、村田町菅生地区から第三次救急医療施設に短時
間で安定した搬送が可能となり、救急医療活動に大きく寄与。

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果① 別添⑥

菅生スマートICから
仙台南部道路経由
23分（19ｋｍ）

（主）仙台村田線から
仙台南部道路経由
34分（21km）

（主）岩沼蔵王線の状況（村田町中心部）

路 線 名 ： 東北縦貫自動車道弘前線

（村田IC～仙台南IC間）

設置場所 ： 宮城県柴田郡村田町

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

せんだいみなみ

しばた ぐん むらた まち

む ら た

＜概 要＞

至

山
形

20分

イベント開催状況（約22万人/H28）

宮 城 県４

４

E4

286

菅生スマートIC
（仮称）

村田IC

7.8km

E48

N

スポーツランドSUGO

村田JCT

村田町役場

E4

広域図

仙台南IC

286

秋保温泉

仙台市立病院

東
北
本
線

・

レース会場までのアクセス時間

・

資料：民間プローブデータH28.4-9（平日12h平均）

資料：民間プローブデータH28.4-9（平日12h平均）

至 岩手

至 東京

7.2km

村田町

34分
23分

0

10

20

30

40

現況のルート 整備後のルート

１１分短縮

（分）

▲菅生地区から仙台市立病院までのアクセス時間

仙台南ICから
レース会場

村田ICから
レース会場

30分圏到達圏人口が
4.0千人→4.5千人に増加

現況

整備後

約２分短縮

10分
14分

現況 整備後約６分短縮

現況ルート

整備後ルート

E48

12分

イベント開催日数：62日/年 （H28）



：土地区画整理事業地

つくばスマートIC 
(仮称)

道の駅
しもつま

つくば道

小貝川
ふれあい公園

首都圏中央連絡
自動車道

常総IC

谷田部IC

つくば中央IC

つくば牛久IC

桜土浦IC

土浦北IC

万博記念公園

つくばＪＣＴ

＜位 置 図＞

至 東京 至 千葉

つくばテクノパーク豊里

つくばテクノパーク大穂

筑波北部工業団地

至

埼
玉

大規模商業施設

つくば市役所

つくばみどりの
工業団地

筑波西部工業団地

東光台研究団地

7.0km 3.5km

つくば中央ICつくばスマートIC
（仮称）

上河原崎・中西
特定土地区画整理事業地

45

島名・福田坪一体型
特定土地区画整理事業地

：土地区画整理事業地
：工場・工業団地
：主要渋滞箇所
：市役所

■圏央道 つくばスマートＩＣ（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果②

路 線 名 ： 一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道

（常総IC～つくば中央IC間）

設置場所 ： 茨城県つくば市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

じょう そう ちゅう おう

整備効果 企業誘致の促進
・つくばスマートＩＣの整備により、周辺の土地区画整理事業地からの高
速道路へのアクセスが向上し、更なる企業誘致の促進が期待される。
【効果例】商業業務系用地からつくば中央ＩＣへのアクセス時間の短縮

○整備前：約１２分 → 整備後：約６分（約６分短縮）

・つくばスマートＩＣの整備により、県外からの筑波山周辺地域の来訪
者に対し、渋滞を回避した周遊ルートが確立され、観光地へのアクセ
ス性が向上し、観光振興に寄与する。

茨城県

栃木県

埼玉県

千葉県

事業箇所図

常総IC

谷田部IC

桜土浦ＩＣ

つくば牛久ＩＣ

整備効果 観光振興

商業業務系用地からの所要時間

つくばスマートIC
(仮称）

６分

常総IC 商業業務系用地

至 谷和原ＩＣ

研究学園

三妻

中妻

北水海道

水海道

みどりの

谷田部IC

つくば中央IC

：現況ルート

：整備後ルート

0 5 10 15

整備後

現況

約6分の短縮

約12分

約6分

常総市

つくば市

１２分

現況

整備後

渋 滞 を 避 け た
周 遊 ル ー ト

筑波山

周遊ルートに主要
渋滞箇所が集中

筑波山 ：来訪者２２２万人／年
出典：つくば市

：主要渋滞箇所

：道の駅

：観光施設・イベント

：現況ルート

：整備後ルート

現況
整備後

別添⑥

（分）



■北関東自動車道 出流原ＰＡスマートＩＣ（仮称）
いず る はら

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果③

路 線 名 ： 北関東自動車道

（佐野田沼IC～足利IC間）

設置場所 ： 栃木県佐野市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

あし かがさ の た ぬま

さ の

＜位 置 図＞

足利IC

66

201

岩舟JCT

佐野SAスマートIC

14416

6.2km 2.1km

至：東京

至
：
群
馬

67あしかがフラワーパーク

151

道の駅どまんなかたぬま

佐野田沼インター産業団地

出流原ＰＡ周辺総合物流
開発整備予定地

201

根古屋森林公園

須花坂憩い館

佐野厄除け大師

佐野AWS産業団地

出流原PAスマートIC
（仮称）

175

66

佐野市役所

：工場・工業団地
：主要渋滞箇所
：市役所
：観光施設

至
：
福
島

佐野田沼IC

至
：
群
馬

さのまるの家

整備効果 産業振興

・出流原ＰＡスマートＩＣの整備により、周辺の工業団地等から一般道の
渋滞を回避して高速道路へのアクセスが可能となり、新たに整備される
物流・産業拠点への更なる企業誘致促進や雇用の創出など産業活動
の活性化が期待される。

新合地区工場群

赤見地区工場群

＜凡 例＞
：工場・工業団地
：分譲中の工業団地

佐野田沼インター産業団地
(佐野インランドポート）

佐野田沼 IC

足利 IC

佐野AWS産業団地

出流原PA周辺総合物流
開発整備予定地

主要渋滞箇所

約１０分
（約４Ｋｍ）

約１分
（約２Ｋｍ）

0 5 10 15

整備後

現況

約9分の短縮

約10分

約1分

出流原ＰＡ周辺総合物流開発整備
予定地から高速道路へのアクセス
時間（東京方面）

出流原PAスマートIC

（仮称）

・出流原ＰＡスマートＩＣの整備により、観光施設や北西部の中山間地域
へのアクセス性・利便性が向上し、観光振興に寄与する。

整備効果 観光振興

別添⑥

（分）

至
：
東
京

そば打ち体験、和紙漉き体験が人気

出流原PAスマートIC
（仮称）

佐野田沼IC

足利IC

175

66

201

岩舟JCT

佐野SAスマートIC

144

16

至：東京

至
：
群
馬

67

151

201

佐野藤岡IC

須花坂憩い館
(そば打ち体験)

至
：
福
島

あしかがフラワーパーク
年間来場者数 約132万人

根古屋森林公園(和紙漉き体験)

画像出典：あしかがフラワーパークHP
年間来場者数出典：栃木県観光客
入込数・宿泊数推定調査結果（H27）

中山間地域
中山間地域

年間観光客数 約20万人

写真出典：あしかがフラワーパーク



甘楽PAｽﾏｰﾄIC （仮称）

富岡IC

楽山園

城下町小幡

71

10

46

71
41

■上信越自動車道 甘楽PAスマートＩＣ（仮称）
かん ら

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果④

＜概 要＞

＜位 置 図＞

4.7ｋｍ 4.2ｋｍ

至 東京

至 長野

富岡ＩＣ
甘楽PAｽﾏｰﾄIC （仮称） 吉井ＩＣ甘楽町役場

富岡市役所
高崎市役所
吉井支所

上信越自動車道

路 線 名 ： 関越自動車道 上越線

（吉井IC～富岡IC間）

設置場所 ： 群馬県甘楽郡甘楽町

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

とみおかよし い

かん ら かん ら

整備効果 物流効率化
・甘楽町は、国内トップクラスのシェアを誇る企業が存在する。
・甘楽PAスマートIC整備により、工業団地や周辺立地企業から、一般道の渋
滞を回避し、高速道路への最短距離でのアクセスが可能となり、更なる企業
誘致の促進、雇用の増大など産業活動の活性化が期待される。

【企業A】
大容量（300KVA以上）の無停電電
源装置（UPS）の国内シェア75％

至
長
野

至
東
京

天引工業団地
（企業A、企業B 他）

13分
（6.1km）

4分
（4.7km）

甘楽PAｽﾏｰﾄIC （仮称）

吉井IC

71

上信越自動車道

71 41

東京方面（吉井IC）から
天引工業団地まで

約9分短縮

凡 例

主要渋滞箇所

現況ルート

整備後ルート

【企業B】
自動車部品や建設機械部品を製
造（取引先は中部・東北地方）

整備効果 観光振興

・甘楽PAスマートICの整備により、新たな周遊ルートを形成し、観光産業の活
性化が期待される。

凡 例

現況の周遊観光ルート

富岡製糸場

道の駅甘楽

こんにゃくパーク
315千人（H25）→1,145千人（H27）

166千人（H25）→350千人（H27）

188千人（H25）→864千人（H27）

整備後の周遊観光ルートイメージ

至
東
京

至
長
野

現況

整備後

現況

整備後

別添⑥



路 線 名 ： 第二東海自動車道横浜名古屋線

（豊田南IC～豊明IC間）

設置場所 ： 愛知県刈谷市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

■伊勢湾岸自動車道 刈谷スマートＩＣ（仮称）
か り や

＜位 置 図＞

整備効果 交通分散による渋滞緩和
・ 刈谷スマートＩＣの整備により、交通の分散が図られ、主要渋滞箇所となっている

豊田南IC・豊明IC周辺の一般道路や高速道路の渋滞緩和につながる。

豊明IC

刈谷スマートIC
（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑤

＜概 要＞

とよ あけとよ た みなみ

かり や

4.3km 3.3km

豊田南IC

愛知県

生駒町横山交差点

至

名
古
屋

渋滞が高速道路
本線まで影響

オフランプ渋滞

豊田南ＩＣ上りオフランプ

写真

至

名
古
屋

至

東
京

豊明IC

凡 例

高速道路の主要渋滞区間

現況ルート
整備後追加ルート

主要渋滞箇所

至

名
古
屋

至

東
京

自動車関連工場

自動車関連工場

自動車関連工場

自動車関連工場

自動車関連工場
自動車関連工場

至

東
京

自動車関連工場

豊田南ＩＣ付近の渋滞箇所

刈谷スマートIC
（仮称）

豊田南IC

別添⑥

整備効果 物流効率化・産業生産性の向上
・ 刈谷スマートＩＣの整備により、刈谷スマートIC周辺の自動車関連工場から

高速道路までのアクセス時間が短縮し、物流効率化に寄与する

10

16

0 5 10 15 20

整備後

現況

約6分短縮

自動車関連工場から名古屋方面への
アクセス時間

約 分

約 分

豊明IC

凡 例

高速道路の主要渋滞区間

現況ルート
整備後追加ルート

主要渋滞箇所

至

名
古
屋

至

東
京

豊田南IC

16分
(9ｋｍ）

10分
（6km)

刈谷スマートIC
（仮称）

自動車関連工場



■中央自動車道 神坂スマートＩＣ（仮称）
み さ か

＜位 置 図＞

・ 神坂スマートＩＣの整備により、中津川市を代表する観光拠点である馬籠宿や、

妻籠宿などへのアクセス性が向上し、観光振興に寄与する。

整備効果 地域医療サービスの向上

・ 神坂スマートＩＣの整備により、第三次救急医療施設への搬送時間が短縮し、地域
医療サービスの向上に寄与する。

中津川IC

神坂スマートIC
（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑥

＜概 要＞

10.0km 12.0km

園原IC
至

名
古
屋

至

東
京

路 線 名 ： 中央自動車道西宮線

（園原IC～中津川IC間）

設置場所 ： 岐阜県中津川市

接続形式 ： ＳＡ・ＰＡ接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

なか つ がわその はら

なか つ がわ

岐阜県

馬籠宿

妻籠宿

中津川IC

至

名
古
屋

馬籠宿

妻籠宿

藤村記念館

馬籠宿 63 万人（H27年) 妻籠宿
42万人(H27年)

藤村記念館
3万人(H27年)

至 園原IC

神坂スマートIC
（仮称）

藤村記念館

馬籠宿

県立多治見病院

飯田市立病院

馬籠宿から県立多治見病院
神坂スマートIC利用：48分（12分短縮）

馬籠宿から飯田市立病院

神坂スマートIC利用：32分（24分短縮）

第三次救急医療施設

整備効果 観光振興

中津川市役所◎

神坂スマートIC
（仮称）

至

名
古
屋

至

東
京

別添⑥

ま ごめ じゅく

つまご じゅく



■新名神高速道路 城陽スマートＩＣ（仮称）
じょうよう

＜位置図＞

整備効果 地域創生（企業立地促進）

・ 城陽スマートＩＣの整備により、高速道路への所要時間が短縮し、京都山城白
坂テクノパークや、今後、土地利用を図っていく東部丘陵地長池地区や青谷
地区において、更なる企業立地の促進に寄与。

整備効果 観光振興
・ 城陽スマートＩＣの整備により、大阪方面から城陽市

周辺の観光施設へ一般道の渋滞を回避したアクセス
が可能となり、観光振興に寄与。
【効果例】城陽ＩＣから木津川運動公園へのアクセス時間の短縮

○大阪方面 現況：約１６分 ⇒ 整備後：約５分

滞留する右折車両を避けて
車線変更する直進車両

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑦

路 線 名 ： 近畿自動車道名古屋神戸線

（宇治田原IC（仮称）～城陽IC間）

設置場所 ： 京都府城陽市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

じょうようう じ た わら

じょう よう

別添⑥

城陽IC 宇治田原IC
(仮称)

城陽スマートIC
(仮称)

田辺北IC

城陽JCT

久御山南IC

久御山JCT

4.0km 3.1km

新名神高速道路

第
二
京
阪
道
路

京滋バイパス

東部丘陵地長池地区

（大規模商業施設）

東部丘陵地青谷地区

（物流拠点）

京都山城白坂テクノパーク

（製造業等）

至 大阪

至 奈良

至 京都

至 名古屋 城陽IC

城陽スマートIC
(仮称)
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青谷梅林

 

 307

東部丘陵地長池地区

（大規模商業施設）

東部丘陵地青谷地区

（物流拠点）

京都山城白坂テクノパーク

（製造業等）

東部丘陵地長池地区における開発計画（イメージ）

※三菱地所㈱、三菱地所・サイモン㈱報道発表資料（平成29年5月）

Ｅ１Ａ

Ｅ２４

Ｅ８８

Ｅ８９

京
奈
和
自
動
車
道

八幡東IC

新名神高速道路

京
奈
和
自
動
車
道

Ｅ２４

Ｅ１Ａ

田辺北IC

城陽JCT

至 大阪

至 奈良

至 名古屋
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新名神高速道路

城陽IC

城陽スマートIC
(仮称)

宇治田原IC
(仮称)

Ｅ１Ａ

Ｅ２４
京
奈
和
自
動
車
道

至 大阪

至 奈良

至 名古屋

主要渋滞箇所

凡 例

事業箇所図
Ｎ

京都府

事業中
供用中

凡 例

田辺北IC

木津川運動公園

城陽市総合運動公園

荒見神社

水度神社

久世神社

久津川古墳群
（久津川車塚古墳、丸塚古墳、
芭蕉塚古墳、久世小学校古墳）

正道官衙遺跡

芝ヶ原古墳

重要文化遺産
国指定史跡
緑地・公園等

森山遺跡

現況

整備後

0 5 10 15 20

約5分

約16分

（分）

約11分短縮

大阪方面（城陽IC）から
木津川運動公園への所要時間

②木津川運動公園 来訪者約7万人/年

現況(一般道経由)

整備後(高速経由)

①城陽市総合運動公園 来訪者約17万人
（ライトアップイベント開催期間）

①

②
③



■松江自動車道 加茂BSスマートIC （仮称）
か も

＜位 置 図＞

整備効果 コンパクト＋ネットワーク構築による定住促進
・加茂ＢＳスマートＩＣの整備によ
り、松江市・出雲市とのネットワー
クが強化され、住宅団地・教育施
設・文化施設・生活関連施設等が
コンパクトに集積する“加茂地区”
の利便性が向上し、更なる定住促
進が期待できる。

整備効果 産業活動の支援
・加茂ＢＳスマートＩＣの整備により、直結する神原企業団地や周辺の団地への企業
誘致の促進や既存の企業団地からの物流の効率化など、産業活動の活性化が期
待される。

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑧

＜概 要＞

路 線 名 ： 中国横断自動車道尾道松江線

（三刀屋木次IC～宍道ＩＣ間）

設置場所 ： 島根県雲南市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

し ん じみ と や き す き

う ん な ん

加茂ＢＳスマートIC
（仮称）

至 広島

至 松江

至 出雲

宍道IC

宍道ＪＣＴ

斐川IC

三刀屋木次IC

4.5km

6.1km

島根県
加茂BSスマートIC

事業箇所図

９

９

431

54

54

■コンパクト＋ネットワーク概念図

松江市出雲市

加茂BSスマートIC（仮称）

出雲IC 松江玉造IC

三刀屋木次IC

大型商業施設

3次医療施設
高等教育機関

大型商業施設

加茂地区

定住地 文化施設

ネットワーク強化により、
相互補完が可能

オフィス街

松
江
自
動
車
道

山陰自動車道

至 広島

至
浜
田

至
鳥
取

3次医療施設
高等教育機関

斐川IC

写真：加茂地区の住宅団地

Ｅ９

Ｅ９

Ｅ54

雲南市役所

神原企業団地計画

南加茂企業団地（第２期）

凡例

高規格幹線道路
一般国道
アクセス道

第1期として2haを予定

平成30年代に着手予定

工場増設（H29年度）

54

Ｎ

54

加茂ＢＳスマートIC
（仮称）

加茂BSスマートIC設置予定地

至 松江

国道54号

至 三次

【神原企業団地完成イメージ】

神原企業団地

南加茂企業団地 （分譲率：100%）

尺の内流通業務団地 （分譲率：100%）

木次拠点工業団地 （分譲率：100%）

藤が丘企業団地 （分譲率：100%）

至 松江

至 広島

Ｅ54

加茂BSスマートICが完成すれば、

鳥取方面のアクセスがよくなるため、
高速を利用する機会が増えます。
南加茂企業団地進出企業

宍道IC

別添⑥



文

文
文

文

文文文文
文
文文

文

文

坂出駅

約6分

約10分

0 5 10 15

整備後

現況

（分）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果⑨

■瀬戸中央自動車道 坂出北ＩＣ（フル化）
さかいで きた

＜概 要＞

＜位置図＞

路 線 名 ： 一般国道30号 本州四国連絡道路

（児島IC～坂出IC間）

設置場所 ： 香川県坂出市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

さかいで

さかいで

こじま

至 高松

至 松山 至 松山
坂出JCT

坂出IC

与島PA

児島IC

高松西IC

府中湖PA・SIC

坂出市役所

丸亀城

丸亀市役所

道の駅 恋人の聖地 うたづ臨海公園

道の駅 瀬戸大橋記念公園

中津万象園

五色台

坂出北IC坂出北IC
（フル化）

15.9km

2.6km

至 岡山

整備効果 臨海部の物流拠点からの高速アクセスを短縮
・ 坂出市は本州と四国内を結ぶ高速ネットワークの結節点であり、近年

も大手企業の工場・物流センター等が進出。
・ 坂出北ICの整備により配送時間の短縮や時間信頼性が向上し、物流

の効率化及び企業進出を促進。

坂出JCT

番の州入口交差点

坂出北IC

坂出北IC
（フル化）

坂出IC

至 岡山

高松自動車道

香川県

E11

E30

整備後
約6分

現況
約10分

E30

約4分短縮

■臨海エリアと四国方面とのアクセス時間
（坂出JCT⇔番の州入口交差点）

事業箇所図

臨海エリア

E11

物流施設
臨海エリア※

※物流拠点などが比較的集
中している臨海部のエリア

整備後の交通流動
特定工場

整備効果 地域を担うこどもにとって安全なまちに
・ 市中心部や学校周辺を通過する物流関係の大型車が減少して安全

なまちに。
物流施設
特定工場

現況のアクセスルート

整備後のアクセスルート

●大手コンビニの製造工場
及び配送センター
H25年12月 稼働

●総合スーパーの物流センター
H27年9月 稼働

E30

文

坂出北IC

至 岡山

現況のアクセスルート
整備後のアクセスルート

臨海エリア※

※物流拠点などが比較的集
中している臨海部のエリア

臨海エリア

徳島方面

坂出北IC
（フル化）

至 愛媛・高知

至 徳島

至 徳島・愛媛・高知

坂出IC

坂出市街
坂出市役所

県道上の通学路

市中心部（市街地）

別添⑥

通学路に多くの大型車が混入 市街地を大型車が通過


